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11月9日～15日まで
秋の火災予防週間です！

◆　財政事情の公表

◆　組合議会議長に小見田氏就任

◆　熊本県女性消防操法大会が開催されました！

◆　新任消防士が初任教育修了！救急処置訓練を行う高校生

http://www.union.kamikuma-fi re.lg.jp/

火災・救急・救助は局番なしの１１９ばん
携帯電話からも局番なしの１１９ばん（GPS機能付携帯から通報すると
災害地点を表示します！）

※固定電話からの災害通報は、通報者の電話番号が表示される 災害連絡専用 42-9119
　でも可能です！≪ただし重要回線ではありませんので回線障害時は１１９番へ≫

総務課42-3191・警防課42-3183・予防課42-3184・消防課42-3189・通信課42-3181

災害の問い合わせは４２－３０００番　　代表　TEL ４２ー３１８１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東分署　TEL ４７－８１１９
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財 政 事 情 の 公 表
上球磨消防組合告示第９号
　地方自治法第243条の３第１項及び上球磨消防組合財政事情の公表に関する条例の規定により、財政事
情を次のとおり公表する

平成23年10月1日　　　　　　　上球磨消防組合長　　松　本　照　彦　　
１．平成22年度歳入歳出状況（平成22年10月～平成23年5月）
（１）　歳　入

款 予算額 補正額 合計 歳入済額（Ｃ） 差引残額 収入率
（Ａ） （Ｂ） ４～９月 10～12月 １～５月 計 （Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） （％）

１．分担金及び負担金 700,442 700,442 547,598 148,000 4,783 700,381 61 99.99%
２．使用料及び手数料 400 400 122 150 118 390 10 97.50%
３．国庫支出金 1 1 0 0 0 0 1 0.00%
４．県 支 出 金 22,552 22,552 6,303 0 16,315 22,618 △ 66 100.29%
５．財 産 収 入 75 75 1,102 0 79 1,181 △ 1,106 1574.67%
６．寄 付 金 1 1 0 0 0 0 1 0.00%
７．繰 入 金 10,000 10,000 0 0 10,000 10,000 0 100.00%
８．繰 越 金 4,300 4,300 4,300 0 0 4,300 0 100.00%
９．諸 収 入 194 194 73 338 1,288 1,699 △ 1,505 875.77%
10．組 合 債 0 0 0 0 0 0 0
歳　入　合　計 737,965 737,965 559,498 148,488 32,583 740,569 △ 2,604 100.35%
（２）　歳　出

款 予算額 補正額 合計 歳入済額（Ｃ） 差引残額 収入率
（Ａ） （Ｂ） ４～９月 10～12月 １～５月 計 （Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） （％）

１．議 会 費 711 711 0 336 298 634 77 89.17%
２．総 務 費 62,628 62,628 20,240 8,432 28,623 57,295 5,333 91.48%
３．消 防 費 656,924 656,924 368,487 144,482 141,517 654,486 2,438 99.63%
４．公 債 費 16,361 16,361 8,185 0 8,134 16,319 42 99.74%
５．諸 支 出 金 1 1 0 0 0 0 1 0.00%
６．予 備 費 1,340 1,340 0 0 0 0 1,340 0.00%
歳　入　合　計 737,965 737,965 396,912 153,250 178,572 728,734 9,231 98.75%

2．組合の財産
種類 数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
土地 上球磨消防本部消防署　4,717.00㎡　　東分署　1,698.00㎡
建物 庁舎　999.29㎡　車庫及び資料室　357.73㎡　倉庫　54.79㎡　　東分署　251.24㎡

車両 指令車、タンク１号車、タンク２号車、救助工作車、高規格救急１号車、救急２号車、救急３号車、マイクロバ
ス、資機材搬送車、指導広報車、ポンプ車（予備車）、東ポンプ車、東高規格救急車、東広報車

3．平成23年度当初予算
（１）　歳　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比較
１．分担金及び負担金 570,607 700,442 △ 129,835
２．使用料及び手数料 200 400 △ 200
３．国庫支出金 1 1 0
４．県 支 出 金 45 22,552 △ 22,507
５．財 産 収 入 27 75 △ 48
６．寄 付 金 1 1 0
７．繰 入 金 10,000 10,000 0
８．繰 越 金 4,000 4,300 △ 300
９．諸 収 入 4,619 194 4,425
10．組 合 債 8,000 0 8,000
歳　入　合　計 597,500 737,965 △ 140,465

（３）　町村別負担金の状況（９月末日現在）
町　村　名 予算額 収入済み額 未調定額

１．多 良 木 町 156,181 116,557 39,624
２．湯 前 町 77,768 58,209 19,559
３．水 上 村 55,974 42,071 13,903
４．あさぎり町 280,484 208,963 71,521
５．椎 葉 村 100 0 100
６．西 米 良 村 100 0 100

合　　計 570,607 425,800 144,807

（２）　歳　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　　較

１．議 会 費 361 711 △ 350
２．総 務 費 39,253 62,628 △ 23,375
３．消 防 費 538,962 656,924 △ 117,962
４．公 債 費 17,645 16,361 1,284
５．諸 支 出 金 1 1 0
６．予 備 費 1,278 1,340 △ 62
歳　入　合　計 597,500 737,965 △ 140,465

（４）　性質別経費の状況
１．人 件 費 465,792
２．物 件 費 61,580
３．維 持 補 修 費 1,665
４．補 助 費 7,742
５．公 債 費 17,645
６．積 立 金 17
７．投 資 的 経 費 41,781
８．予 備 費 1,278
合　　　計 597,500

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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稲
刈
り
も
始
ま
り
、
実
り
の
秋
が
訪

れ
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
御
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
六
月
よ
り
上
球
磨
消
防

組
合
議
会
の
議
長
を
仰
せ
つ
か
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
生
命
、
財
産
を
守
る
消

防
の
使
命
を
考
え
ま
す
時
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
消
防
行
政
の
円
滑

な
運
営
へ
向
け
、
議
会
と
し
て
の
役
割

や
責
任
を
果
た
し
、
住
民
の
皆
様
へ
安

心
、
安
全
な
社
会
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
議
員
全
員
で
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
消
防
組
合
も
、
昭
和
四
十
九
年

発
足
以
来
、
住
民
の
皆
様
の
安
全
を
願

い
消
防
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
三
十
七
年
の
間
、
社
会
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
ん
な
中
で
現
在
、

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
城
南

ブ
ロ
ッ
ク
（
八
代
、
水
俣
、
人
吉
下
球
磨
、

上
球
磨
各
消
防
本
部
）
で
消
防
の
広
域

化
に
つ
い
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

伝
統
の
あ
る
上
球
磨
消
防
組
合
を
温

か
く
育
て
て
い
た
だ
い
た
住
民
の
皆
様

と
、
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
諸
先
輩
各
位

の
御
意
志
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

安
心
で
安
全
な
社
会
実
現
の
た
め
議
論

を
深
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
皆
様
の

御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
、

就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　５年ごとに見直されている救急蘇生法ガイドライ
ンが、新しく改定されました。今までのガイドライン
2005では、呼吸の確認で気道確保を行い呼吸の有無を
確認し、人工呼吸を２回、胸骨圧迫を30回としていま
した。ガイドライン2010では、呼吸の確認で気道確保
を行いません。胸腹部の動きを10秒以内で観察し、通
常の呼吸が無ければ胸骨圧迫を開始となっています。
観察手技を簡略化することで、迅速な心肺蘇生法の開
始、蘇生法実施率の向上を目的としています。
　今回、新しく変わったことにより、救急講習の内容
にも変更がされています。AEDの使用法等も行ってい
ますので、是非、救急講習を受講し、あなたの周りの大
切な命を救いましょう。

 
議
長
就
任
挨
拶

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
議
長　

小
見
田　

和
行

誰
か
い
ま
せ
ん
か
！

離
れ
て

く
だ
さ
い
！

心肺蘇生法が新しく変わりました。

第
二
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
開
催
！

小見田　和行氏

　

第
二
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
が
八
月

二
十
一日
、宇
城
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
県
と
県
消
防
協
会
主
催
で
、平
成
二
十
一年
か

ら
二
年
に一度
開
催
さ
れ
て
お
り
、県
内
の
十
三
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
美
里
町
女
性
消
防
隊
が
前
回
に
続
き
二
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
、多
良
木
町
女
性
消
防
隊

は
Ｂ
チ
ー
ム
が
五
位
、Ａ
チ
ー
ム
が
十
二
位
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
女
性
消
防
隊
に
お
い
て
は
、日
頃
か
ら
の

訓
練
及
び
大
会
出
場
お
疲
れ
様
で
し
た
。次
回
の
大

会
は
平
成
二
十
五
年
に
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、県
大

会
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
って
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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既
存
住
宅
で
も
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
新
築
住
宅

に
義
務
化
さ
れ
て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
、平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
既
存

す
る
全
て
の
住
宅
で
も
法
的
に
設
置
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
家
庭
で
は
是
非
大
切
な
ご
家
族
の
命
を

守
る
た
め
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。設
置

さ
れ
な
く
て
も
罰
金
な
ど
の
罰
則
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
で
は
住
宅
火
災
に

よ
る
犠
牲
者
が
半
減
し
た
そ
う
で
す
。最
近

で
は
最
新
の
ハ
イ
テ
ク
住
宅
火
災
警
報
器

が
家
電
メ
ー
カ
ー
か
ら
次
々
と
販
売
さ
れ

価
格
も
お
求
め
安
い
価
格
設
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
だ
設
置
が
御
済
で
な
い
ご
家
庭

で
は
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。全
国
の
火
災

警
報
器
の
普
及
率
は
七
一
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。熊
本
県
で
は
六
五
・
四
％
、上
球
磨

の
普
及
率
は
八
五
・
二
％
と
熊
本
県
内
ト
ッ

プ
の
普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薄
型
ワ
イ
ヤ
レ
ス
連
動
型

　

昨
年
八
月
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
か
ら
発
売

さ
れ
た「
け
む
り
当
番
」Ｓ
Ｈ
３
２
７
１
７
は

ワ
イ
ヤ
レ
ス
連
動
型
で
各
部
屋
に
設
置
さ
れ

た
警
報
器
が
連
動
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る
も

の
で
、従
来
の
単
独
型
に
比
べ
、よ
り
早
期
の

発
見
や
避
難
可
能
と
な
り
ま
す
。

色
々
な
機
能
の
警
報
器
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、家
電
販
売
店
で
お
尋
ね
に
な
り
、我

が
家
で
必
要
な
機
能
を
吟
味
し
て
お
買
い
求

め
設
置
を
お
願
し
ま
す
。

　
　

上
球
磨
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　

４
２-

３
１
８
４
ま
で

①規格改正による型式失効
・2011年1月1日から、消火器の表示ラベルの規格が
変更になりました。今回の規格改正により、既に型式
承認を受けた消火器は規格に適合しなくなり、2012
年1月1日から消火器として認められず、新たに設置
することができなくなります。

　既に設置されている消火器については、2021年
12月31日までは特例として設置が認められます。
2022年からは旧型式の消火器は設置不可となります。

・新ラベル

②点検基準改正
2011年4月1日から点検基準が改正されました。畜
圧式消火の内部点検の開始時期が3年経過から5年経
過に変更されました。2011年4月1日から、製造後
10年を経過したものは耐圧性能点検（水圧試験）が
必要となります。（以降3年ごとに実施）

③リサイクルシール有料化
・消火器を廃棄するためには消火器リサイクルシール
（有料）が必要となり、指定引き取り場所に持ち込む
等が必要となります。

　2011年１月以降の製造品には全てリサイクルシール
が貼付されており、それ以前に製造された消火器でリ
サイクルシールが貼付されていないものについてはリ
サイクルシールを購入して貼付する必要があります。

消火器の省令改正等について

Ａ火災
（普通火災）

Ｂ火災
（油火災）

Ｃ火災
（電気火災）

　平成 22 年１月、厚生労働省から各都道府県に対し
て、在宅酸素療法における火気の取り扱いについて
通知があり、心肺機能に障害がある在宅酸素療法患
者の火災による死亡事故が発生しています。
　現在全国では、15 万人が酸素濃縮装置により自宅
で酸素吸引を行っておられます。原因としては、喫
煙や石油ストーブの暖房等からの火災で死亡事故が
発生しています。ベットに寝たきりの肢体不自由な
患者さんが多いため、その殆んどが死亡事故となっ
ています。患者はもちろんその周りの人も「酸素吸
引中は絶対タバコを吸わない」とともに装置の使用
中は周囲 2メートル以内にストーブなどの火器を置
かないことが大切です。
　酸素は無色、無臭の気体で空気中には、約 21％が
存在しています。酸素そのものは支燃ガスであって
それ自体は燃えることはありませんが、酸素吸引中
のカニューレのチューブでは酸素流量速度で、吸い
込まれるようにチューブ内を炎が伝搬して炎が吹き
上がります。
　酸素の燃焼は鉄などの金属でも大きな燃焼熱で発
火します。高濃度酸素での火災の恐ろしさは 1967 年
1 月にアポロ計画第 1号となる宇宙船内で試験中に
火災が発生し、瞬く間に燃え上がってクルー全員が
焼死した火災がありました。

人形を使った実験では・・・
　2ℓ以上の流量だと、実験のとおり、カニューレ
チューブから燃焼伝搬途中で、燃え切れて、その部
分から炎が噴出します。このため、口元付近の噴炎
だけでなく、衣類の上で、焼け切れたチューブから
噴出す炎で衣類へと燃え広がります。
実験写真
注意事項
１、 酸素治療中はあらゆる火気の使用は厳禁である。
２、 火気の使用している側に近寄らない。2メートル
以上の距離が必要です。

在宅酸素療法時の火災に
ご注意ください！
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よ
う
こ
そ
消
防
署
へ
！

　

九
月
六
日
〜
八
日
ま
で
多
良
木
高
等

学
校
か
ら
七
名
の
生
徒
が
上
球
磨
消
防

署
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
や
っ
て
き

ま
し
た
！

　

初
日
は
規
律
訓
練
で
消
防
の
基
本
を

学
び
、二
日
目
で
は
放
水
訓
練
、最
終
日

に
は
救
急
訓
練
と
救
助
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。三
日
間
暑
い
中
の
訓
練
で
し
た
が
、

汗
を
流
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

職
場
体
験
を
終
え
て

　
　

多
良
木
高
等
学
校

　
　
　
　
　

二
年　

小
夏　

泰
樹

◎
今
回
消
防
署
の
職
場
体
験
を
選
ん
だ

動
機
を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

「
自
分
の
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。」

◎
今
回
の
職
場
体
験
の
感
想
を
き
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
「
色
々
な
訓
練
が
と
て
も
き
つ

　

か
っ
た
で
す
。特
に
、ロ
ー
プ
を

　

使
っ
て
登
る
訓
練
が
き
つ
か
っ

　

た
で
す
。救
急
処
置
訓
練
も
力

　

を
使
う
仕
事
で
意
外
で
し
た
。」

◎
最
後
に
将
来
の
夢
を
教
え
て
下

　

さ
い
。

　
「
人
を
た
く
さ
ん
助
け
ら
れ
る

　

格
好
い
い
消
防
士
に
な
り
た
い

　

と
思
い
ま
し
た
。」

　

航
空
隊
と
の
合
同
山
岳
救
出
救
助
訓
練
が
九

月
十
四
日
、白
髪
岳
六
合
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、各
関
係
機
関
と
の
連
携
と
協
力

体
制
の
確
立
を
目
的
に
、情
報
収
集
及
び
現
場
指

揮
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

登
山
に
来
た
男
性
二
名
が
、山
頂
付
近
・
五
合

目
付
近
で
そ
れ
ぞ
れ
負
傷
し
動
け
な
い
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
、航
空
隊
と
の
連
携
及
び
山
岳
救

出
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
、と
て
も
意
味
の
あ

る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
更
に
訓
練
を
重
ね
、住
民
の
皆

様
の
為
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
消
防
組
合
と（
社
）熊
本
県
建
設
業
協
会

人
吉
支
部
は
六
月
二
日
、災
害
時
の
支
援
業
務
に

関
す
る
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
伴
い
、各
地
で
記
録
的
な

豪
雨
が
続
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
土
砂
災
害
等

が
発
生
し
、消
防
力
で
は
対
応
困
難
な
場
合
、重
機

等
の
使
用
を
緊
急
的
に
要
請
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
協
定
で
、今
後
の
迅
速
な
救
助
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
（
平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

　
　

人
吉
新
聞
掲
載
）

航
空
隊
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

災
害
時
支
援
業
務
で
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
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新
任
消
防
士
三
名
が
無
事
卒
業
！

　

平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
熊
本
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、

消
防
士
に
な
る
た
め
の
、
六
ヵ
月
間
の
初
任
科
教
育
を
無
事

修
了
し
、
各
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
職
員
を
志
し

た
動
機
と
抱
負
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　

）
内
は
趣
味
特
技

柳
本　

真
之
介
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　

私
が
消
防
職
員
を
志
し
た
動
機
は
、小

学
生
の
頃
、近
所
に
住
ん
で
い
る
消
防
士

の
方
に
話
を
聞
き
、憧
れ
を
持
っ
た
事
と
、

今
は
亡
き
祖
母
が
消
防
士
に
な
る
夢
を
応
援
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。消

防
士
と
い
う
夢
を
叶
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
半
人
前
な

の
で
日
々
の
訓
練
を
精
一
杯
頑
張
り
住
民
の
方
々
に
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

郷　

崚
太
（
水
泳
）

　

私
は
幼
い
頃
に
見
た
消
防
士
の
方
々
の
消
火
活
動
や
救
急
活
動
、新
潟

中
越
沖
地
震
で
の
子
ど
も
を
救
出
し
て
い
る
姿
を
見
て
、私
も
同
じ
よ
う

に
助
け
た
い
と
思
い
消
防
士
を
目
指
し
ま
し
た
。消
防
士
に
な
っ
て
、先

輩
方
の
姿
を
見
て
、ま
だ
ま
だ
知
識
も
技
術
も
足
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら

の
訓
練
で
先
輩
方
か
ら
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、努
力
し
、地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

猪
口　

大
二
郎
（
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
）

　

私
は
小
・
中
学
校
の
避
難
訓
練
で
消
防
職
員
の
方
々
が
訓
練
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
、憧
れ
た
の
が
消
防
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

自
宅
の
近
く
に
東
分
署
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、身
近
で
消
防
の
仕

事
を
見
る
こ
と
が
で
き
、私
も
住
民
の
方
々
を
守
り
た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、消
防
職
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、職
場
で

も
地
域
で
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
消
防
職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 左から柳本・郷・猪口

　

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
員

と
し
て
派
遣
さ
れ
、各
種
災
害

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
動
性

を
生
か
し
て
、山
間
部
で
の
救

助
や
水
難
救
助
、山
林
火
災
の

消
火
、医
療
機
関
へ
の
す
ば
や

い
患
者
搬
送
な
ど
多
様
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊

（
熊
本
県
防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー「
ひ
ば
り
」）も
今
年
で
発

足
か
ら
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

航
空
隊
発
足
後
、緊
急
運
航

件
数
も
年
々
増
加
し
、平
成

二
十
年
か
ら
は
年
間
三
〇
〇

件
を
超
え
る
出
動
件
数
を
記

録
し
、今
年
も
昨
年
同
様
の
出

動
件
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日

本
大
震
災
に
も
震
災
直
後
に

出
動
し
、一
週
間
に
渡
り
宮
城

県
石
巻
市
を
中
心
に
救
助
・
救

急
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
本
県
に
お
い
て
は
、今
年

の
十
二
月
か
ら
熊
本
赤
十
字

病
院
を
基
地
病
院
と
し
た
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
も
開
始

さ
れ
ま
す
。

http://kyukyudrheli.jp/
index.htm

l
　

熊
本
市
内
の
四
つ
の
高
次

医
療
機
関
に
は
、病
院
内
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、搬
送
後
の

患
者
の
受
け
渡
し
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
二
機
を

う
ま
く
活
用
し
、熊
本
型
の
救

急
医
療
体
制
を
築
い
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
航
空
隊
の
任
期
が
残

り
半
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、防
災
航
空
隊
の
救
助

活
動
中
の
事
故
な
ど
航
空
機

の
事
故
が
た
び
た
び
報
道
さ

れ
る
中
、私
た
ち
熊
本
県
の
航

空
隊
も
、県
民
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、よ
り
一

層
気
を
引
き
締
め
て
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た  

     　
　
　
　
　
　

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊　

石
塚
賢
宏

活動中の石塚士長


